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坂東市4Hクラブが野菜寄付活動を行いました
坂東市４Hクラブでは、例年野菜の販促活動を行っていた「坂東市

岩井将門まつり」に向け、夏から野菜の作付けを行っていました。

しかし、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、当該イベントの中

止が決定したため、野菜を有効活用できる代替活動を検討しました。

その結果、新型コロナウイルス感染症の対応で、最前線で活躍され

ている医療従事者の方々に感謝の気持ちを込めて、坂東市内21ヵ所

の医療機関に対し野菜を寄付することとなりました。

11月４日の配布当日は市役所職員の方々にご協力いただき、前日

に収穫した新鮮な野菜を各医療機関にお届けしま

した。たくさんの野菜に医療従事者の皆さんは喜

んでおり、クラブ員たちも嬉しそうな様子でした。

コロナ禍でクラブ活動が制限される中でも、地

域のため活動する４Hクラブを、普及センターは

今後も引き続き支援していきます。

11月１２日、ビ・アーンジュYukiya（八千代町）において、「令和３年度農業経営士協会県西支部

夫婦合同研修会」が開催され、農業経営士県西支部会員とそのご婦人方合わせて５２名、県関係者７名、

総勢５９名の参加となりました。

研修会に先立ち、小林支部長（坂東市）から、藤田前支部長（桜川市）へ感謝状贈呈を行いました。

研修会では、農業経営士協会の活動報告として、県及び県西支部の活動経過と今後の予定、担い手確保

育成委員会の活動計画及び実績、夫人研修について説明いたしました。

農業関連情報として、宮島社会保険労務士を講師として迎え、「労務管理、外国人技能実習生の雇

用」についてご講演いただきました。大規模経営体や農業法人など、労働力として外国人技能実習生を

雇用している生産者も多いため、大変参考になったとの評価がありました。

研修会では、県からの情報提供として、みどりの食料システム戦略、第２３回全国農業担い手サミッ

令和３年度農業経営士協会県西支部夫婦合同研修会が開催されました

トin茨城、県西農林事務所公式Twitterについてご紹介ました。

また、坂東分会の染野経営士のご厚意で、茨城県産パン用

小麦「ゆめかおり」を使用したパンを参加者全員に提供いた

だきました。

コロナ禍の影響で、県西支部においても総会が書面開催と

なるなど、各事業の実施が制限を受ける中、久々に県西地域

の経営士が集まり、情報交換することができました。

今後も、引き続き新型コロナウイルス感染症の拡大防止に

努めながら、事業を実施していく予定です。



１２月 土壌診断実施日のお知らせ
１２月８日（水）、２２日（水）の2回の予定です

・個人の農家の方が対象です。
・受け付けは前日まで可能ですが先着順となりますので、お早め

にお持ちください。電話等での予約は行っておりません。
・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には
次回の診断日となります。

・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。

編集後記
寒暖差が激しく、服装で悩む日々が続

きます。体調管理をしっかりして、残り

僅かな2021年を健康に過ごしたいです。

県西農林事務所のTwitterが開設しま

した。様々な情報を発信していくので、

ぜひチェックしてください。（畑木）

県西農林事務所公式Twitter開設！

県西農林事務所公式Twitterが開設しました。

県西地域の農業・畜産業・林業及び農産物に関す

る情報、取組、イベントについてなどの情報を随時

発信していきます！

ぜひチェック、フォローをよろしくお願いします！

アカウント名

：茨城県県西農林事務所

ユーザー名

：@ibanishi_nourin

茨城県表彰の受賞、おめでとうございます。

茨城県では、各分野において県勢の発展に著しい功績があった方など

をたたえる茨城県表彰を、毎年11月に実施しています。

令和3年度の茨城県表彰において、 (有)シャリーの鈴木一男さんが、

多年にわたる業務需要に特化した米の販売戦略や、周年雇用を目指した

園芸品目の導入などに取り組み、地域農業の振興に貢献した功績がたた

えられ、功績者表彰（個人）を受賞されました。おめでとうございます。

Twitter QRコード⇒

女性農業士会坂東支部が『カトレア染め』を体験しました

坂東地域普及センターでは、女性農業者の資質向上と地域農

業者とのネットワークの構築に向け、農村女性講座を開催して

います。

10月29日、女性農業士を対象に地域で活躍する女性農業者

の活動として、カトレアを使った草木染め講座の実習を開催し

ました。

講師を務めた山野井洋蘭（常総市）の山野井女性農業士のご

厚意で、高価なカトレアを1名あたり10輪以上使用し、染色液

を抽出して染め上げました。染色の間、カトレア栽培やコロナ

禍に対応した省力化の取組、PRなどについての講話もあり、参

加者からは「カトレア栽培の大変さが解った」「活躍する女性

農業者のお話を聞けて元気をもらった」などの感想があり、有

意義な研修となりました。

2度目の染色作業を各自持ち帰って実施してもらい、その後

SNSのグループ内で出来栄えを紹介しあうなど、コロナ禍での

交流にもつながりました。

普及センターでは引き続き、活躍する女性農業者の育成に向

け、講座等を通して支援していきます。


